
リスク台風マップ 

リスクスコアリング・ベクトルの 2014 年 11 月改訂評価 

 

スタグフレーションシナリオがアベノミクス成功シナリオを逆転 

2011 年 11 月末時点のデータを基に改訂した結果、スタグフレーションシナリオのスコア

がアベノミクス成功シナリオを上回り、2013 年 6 月に評価を開始以降初めて、アベノミク

ス成功シナリオが最も蓋然性の高いシナリオではなくなった。 

 

 

 

設備投資の見通しの弱さがアベノミクス成功シナリオには逆風 

 設備投資の先行き見込みの弱さに加え、世界経済見通しの悪化と輸出の停滞により、ア

ベノミクス成功シナリオのスコアが下がる一方、スタグフレーションシナリオの蓋然性が

相対的に高まった。 

 我々の評価では、円安はアベノミクス成功シナリオにもスタグフレーションシナリオに

もプラスに働くが、最近の急激な円安はスタグフレーションシナリオの想定により近い。

同様に、株高は両シナリオと整合的だが、日本の株価は世界の他の市場と比べ、アンダー

パフォームしており、これもスタグフレーションシナリオの想定により近い。デフレ継続

シナリオは引き続き最も可能性が低いシナリオではあるものの、足下の経済活動の低迷と

インフレの反落もあって、6 月時点に比べスコアが上昇しており、相対的な蓋然性が高まっ

ている。 
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構造改革の停滞 

 ＴＰＰ合意成立の見通しも立っておらず、労働市場の規制緩和も頓挫しており、構造改

革面での進捗がほとんど見られない。これが日本企業の国内設備投資意欲を削いでいる可

能性がある。スタグフレーションへの経路から脱却し、アベノミクス成功シナリオの蓋然

性を高めるには、民間設備投資と輸出の増加が必須である。 

 

 

 

 

蓋然性評価（原数値）

2014年06月 2014年11月 2014年06月 2014年11月 2014年06月 2014年11月

成長軸（8点満点） 4 2 4 5 1 3
成長動向 1 0 1 1 0 1
金融指標/期待 1 2 1 2 0 0
構造改革 1 0 1 1 1 1
外部環境 1 0 1 1 0 1

インフレ軸（6点満点） 3 4 2 2 1 1
直近の動向 1 1 1 1 0 0
金融指標/期待 1 2 1 1 0 0
外部環境 1 1 0 0 1 1

注）各項目のスコアは　２：シナリオと整合的　１：シナリオとは矛盾しない　０：シナリオとは非整合的　として各種指標から評価

各シナリオの蓋然性（相対評価）

2014年06月 2014年11月 2014年06月 2014年11月 2014年06月 2014年11月

合計 47 38 39 40 14 22

注）各シナリオの合計が１００となるように規格化

アベノミクス成功 スタグフレーション デフレ継続

アベノミクス成功 スタグフレーション デフレ継続


